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◇
災
害
公
営
住
宅
設
置
状
況

・
い
わ
き
市

　
　

県
は
こ
れ
ま
で
、
い
わ
き
市

内
に
双
葉
郡
か
ら
の
避
難
者
向

け
災
害
公
営
住
宅
を
１
８
０
０

戸
用
意
す
る
案
を
示
し
て
お

り
、
先
行
的
に
２
５
０
戸
の
建

設
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
県
は
先
行
設
置
住
宅
へ

の
入
居
時
期
や
方
法
な
ど
を
示

し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
本
町
以

外
に
大
熊
、
双
葉
、
浪
江
の
３

町
も
同
市
へ
の
住
宅
設
置
に
関

す
る
協
議
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

１
８
０
０
戸
の
具
体
的
配
分
を

含
め
た
諸
問
題
に
つ
い
て
、
早

急
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
郡
山
市

　
　

郡
山
市
に
は
先
行
１
６
０
戸

（
見
積
り
戸
数
３
９
０
戸
）の
整
備

を
進
め
て
お
り
、
現
状
で
は
同
市

北
部
の
日
和
田
地
区
に
設
置
す
る

20
戸（
富
岡
町
分
限
定
の
住
宅
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）が
比
較
的
早
い

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
県
は
、
大
き
な
間
を
置
か
ず
同

市
内
の
４
〜
５
ヵ
所
に
集
合
型
住

宅
を
建
設
す
る
方
針
で
す
。

　
　

郡
山
市
の
災
害
公
営
住
宅
に

は
、
浪
江
町
と
双
葉
町
も
入
居

す
る
方
向
で
調
整
が
進
ん
で
い

ま
す
が
、
入
居
単
位
や
募
集
開

始
時
期
な
ど
に
関
し
て
は
、
現

在
検
討
中
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
大
玉
村

　
　

大
玉
村
内
へ
の
災
害
公
営
住

宅
設
置
は
、
大
玉
安
達
太
良
応

急
仮
設
住
宅
自
治
会
か
ら
の
要

望
を
受
け
て
検
討
を
始
め
、
現

在
大
玉
村
、
富
岡
町
、
国
、
県

の
４
者
で
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
　

設
置
戸
数
、
時
期
、
住
宅
様

式
等
は
未
定
で
す
が
、
今
後
行

う
町
民
意
向
調
査
等
で
把
握

し
、
そ
の
後
改
め
て
正
式
な
入

居
募
集
を
行
う
方
針
と
な
っ
て

い
ま
す
。

・
三
春
町

　
　

今
年
５
月
に
、
三
春
町
内
に

避
難
さ
れ
て
い
る
町
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
簡
易
意
向
調
査

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
現
在

こ
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
災
害
公

営
住
宅
設
置
の
是
非
を
含
め
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。　

　　

災
害
公
営
住
宅
に
関
す
る
情
報

に
つ
い
て
は
、
途
中
経
過
や
協

議
結
果
を
含
め
、
随
時
広
報
誌

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
等
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

（3）　広報とみおか

図３：郡山市・いわき市　第１期分建設予定地
　　※富岡町分限定の住宅建設予定地ではありません。

１．基本的な考え方
　①復興公営住宅は、避難されている方々のコミュニティ
　維持・形成の拠点となるものです。

　②入居にあたっては、市町村単位や親族同士等、複数
　世帯の入居（グループ入居）に配慮します。

　③コミュニティ集会室を併設するなど、入居者と周辺
　に避難されている方々、近隣地域にお住まいの方々
　の交流ができるよう整備します。

２．復興公営住宅の特徴
　①玄関から居室内まで、段差のないバリアフリーとし
　ます。

　②３階建て以上の場合は、全てエレベーターを整備し
　ます。

　③太陽光発電設備を設置すると共に、エネルギー効率
　の良い住宅を整備します。

　④地域の気候に配慮し、特に会津地方ではサンルーム
　を設置します。

　⑤木造住宅や内装材への県産木材の活用に配慮します。

３．整備箇所及び個数
①県内全体で概ね3,700戸を整備します。
　※整備箇所及び個数は、平成25年5月7日に復興庁が
　　公表した住民意向調査を基にしています。なお、「調
　　査への未回答」や「現時点では判断できない」などの
　　変動要因も配慮しています。

４．整備スケジュール
　①先行整備を除き、平成27年度までの入居をめざし整
　備を進めます。

　②設計施工一括選定方式や買取方式等の民間活用方式
　を取り入れ、整備期間の短縮を図ります。

第１次福島県復興公営住宅整備計画（福島県発表）

　

町
で
は
、
今
年
３
月
の
避
難
指

示
区
域
再
編
に
伴
い
、
一
般
家
屋

の
除
染
計
画
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

向
け
て
の
本
格
的
な
調
査
、
さ
ら

に
は
公
共
施
設
の
先
行
除
染
の
実

施
な
ど
、
復
興
・
復
旧
に
向
け
た

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
並
行
し
、
急
務
と
な
っ

て
い
る
の
が
住
環
境
の
整
備
で
す
。

現
在
多
く
の
町
民
が
入
居
す
る
応

急
仮
設
住
宅
で
は
耐
用
年
数
の
問

題
が
、
ま
た
民
間
借
上
げ
住
宅
で

は
、
孤
立
や
希
薄
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
い
っ
た
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
そ
れ
ら
様
々

な
問
題
か
ら
来
る
町
民
の
皆
さ
ん

の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
し
て
い

た
だ
く
た
め
、「
災
害
公
営
住
宅
」の

整
備
に
つ
い
て
国
や
県
、
受
入
れ
市

町
村
と
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
第
一
次
整
備
計
画
と

し
て
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
会
津

若
松
市
へ
の
県
営
災
害
公
営
住
宅

建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
富

岡
町
は「
第
一
次
富
岡
町
災
害
復
興

計
画
」に
お
い
て
、
避
難
指
示
が
解

除
す
る
ま
で
町
民
の
皆
さ
ん
が
生

活
を
送
る
拠
点（
町
外
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）を
、
サ
テ
ラ
イ
ト
方
式
で
郡

山
、
い
わ
き
両
市
に
置
く
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
が
実
施
し
た
町
民

意
向
調
査
で
は
、
一
戸
建
て
住
宅

へ
の
入
居
希
望
が
多
数
を
占
め
て

い
ま
し
た
が
、
受
入
れ
自
治
体
の

両
市
は
、
公
共
施
設
や
医
療
機
関
、

交
通
面
な
ど
の
許
容
範
囲
、
さ
ら

に
用
地
確
保
の
問
題
か
ら
、
集
合

住
宅
型
の
建
設
を
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
、
国
、
県
に
対

し
両
市
内
の
複
数
箇
所
へ
の
集
合

住
宅
型
県
営
災
害
公
営
住
宅
設
置

を
申
し
入
れ
、
県
も
平
成
26
年
度

か
ら
の
入
居
を
目
指
し
建
設
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

賠
償
、
除
染
と
並
ぶ
重
要
課
題

生
活
再
建
へ
急
が
れ
る
災
害
公
営
住
宅
整
備

広報とみおか　（2）

２LDK（55㎡）
５戸（１階）

３LDK（70㎡）
15戸（２～４階）

図１：計画案のひとつである郡山市日和田団地完成イメージ
　　　※外観や仕様は建設場所等によって異なります。

図２：日和田団地の間取り平面図



お知らせ

放
射
線
内
部
被
ば
く
検
査

に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健

康
不
安
解
消
及
び
健
康
管
理
を
目

的
に
、
今
年
度
よ
り
県
内
の
医
療

機
関
に
お
い
て
、
放
射
線
内
部
被

ば
く
検
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
8
月
中
は
、
妊
娠
中

の
方
並
び
に
4
歳
以
上
18
歳
以
下

の
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す（
同
行
さ
れ
る
保
護

者
の
方
も
ご
一
緒
に
検
査
を
受
け

ら
れ
ま
す
）。
検
査
を
ご
希
望
の

方
は
、
次
の
申
込
方
法
に
よ
り
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

富
岡
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
現

在
妊
娠
中
の
方
及
び
、
4
歳
以

上
18
歳
以
下
の
方（
平
成
23
年
3

月
11
日
時
点
で
富
岡
町
内
の
学

校
に
通
学
さ
れ
て
い
た
、
現
在

18
歳
以
下
の
方
も
含
み
ま
す
）。

▼
検
査
機
関
及
び
検
査
日
程

・
公
益
財
団
法
人 

震
災
復
興
支
援

放
射
能
対
策
研
究
所

　

ひ
ら
た
中
央
病
院　
　

　
（
石
川
郡
平
田
村
大
字
上
蓬
田

字
大
隅
30
）

　

８
月　

　
　
（
各
時
間
帯
と
も
定
員
10
名
）

・
平

日　

　
　
　

午
前
９
時
〜

　
　
　

午
前
10
時
〜

　
　
　

午
前
11
時
〜

・
土
曜
日　

　
　
　

午
前
９
時
〜

・
財
団
法
人
と
き
わ
会 

常
磐
病
院

（
い
わ
き
市
常
磐
上
湯
長
谷
町

上
ノ
台
57
）

　

８
月

　
（
各
時
間
帯
と
も
定
員
６
名
）

・
平　

日

　
　
　

午
後
１
時
〜

　
　
　

午
後
３
時
〜

・
医
療
法
人
伸
裕
会 

渡
辺
病
院

（
南
相
馬
市
原
町
区
西
町

1
丁
目
50
）

同
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
込

後
に
検
査
機
関
よ
り
検
査
日
に
つ

い
て
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
直

接
日
程
を
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
費
用

　

無
料
で
す
。
検
査
機
関
ま
で
の

交
通
費
に
つ
い
て
は
、
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

富
岡
町
役
場
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま  

で
、電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

検
査
希
望
日
は
第
１
・
第
２
希

望
ま
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
１
２
０

３
３

６
４
６
６

▼
そ
の
他

・
検
査
の
申
込
み
は
ご
希
望
の
検

査
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。
申
込
み
受
付
後
、

１
週
間
程
度
で
検
査
に
必
要
な

書
類
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

・
検
査
申
込
み
は
先
着
順
と
な
り

ま
す
が
、
予
約
多
数
の
場
合
は

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

・
公
益
財
団
法
人 

震
災
復
興
支
援

放
射
能
対
策
研
究
所
に
お
い
て

検
査
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

同
時
に
甲
状
腺
の
検
査
を
受
け

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ご
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。
後
日
、
詳
細

に
つ
い
て
ご
連
絡
を
差
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
甲
状
腺
検
査
は

火
曜
日
の
午
前
中
の
み
で
、
検

査
後
診
察
の
た
め
に
再
度
来
院

が
必
要
と
な
り
ま
す（
二
度
の

来
院
が
出
来
な
い
場
合
は
、
検

査
を
受
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
）。

▼
今
後
の
放
射
線
内
部
被
ば
く
検

査
に
つ
い
て

　

９
月
以
降
の
放
射
線
内
部
被
ば

く
検
査
に
つ
い
て
は
、
順
次
広

報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問 

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係

２
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
の

た
め
の
放
射
線
内
部
被
ば
く

検
査
に
つ
い
て

　

公
益
財
団
法
人 

震
災
復
興
支
援

放
射
能
対
策
研
究
所（
ひ
ら
た
中

央
病
院
）で
は
、
７
月
か
ら
検
査

機
器
の
開
発
に
よ
り
こ
れ
ま
で
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
放
射
線
内
部
被
ば
く
検
査
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

検
査
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

前
記
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
４

歳
以
上
を
対
象
と
し
た
検
査
の
申

込
み
方
法
と
同
様
、
町
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
電
話
に
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　

検
査
日
・
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
、
４
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

検
査
の
ご
案
内
と
同
様
の
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

問 

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

住
宅
の
二
重
ロ
ー
ン
で

お
困
り
の
方
へ

　

福
島
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
住
宅
に
損
害
を
受
け
た
方
の
生

活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
、
住
宅

の
二
重
ロ
ー
ン
に
対
す
る
利
子
補

給
を
行
い
ま
す
。

　

被
災
程
度
、
債
務
残
高
や
借
入

額
等
、
補
給
を
受
け
る
た
め
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
イ
ト

で「
福
島
県
二
重
ロ
ー
ン
」と
検
索

す
る
か
、
県
建
築
指
導
課
に
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

県
建
築
指
導
課

　

 

☎
０
２
４

５
２
１

８
１
８
４

お詫びと訂正
　広報とみおか７月お知らせ版３ページ、富岡町
職員人事異動の職員名に誤りがありましたので、
お詫びして訂正いたします。
◇復興推進課副主幹（都市整備課副主幹）
　誤：中川　雅一　　正：中川　雅市

（5）　広報とみおか

時間は各会場とも10：00～15：00

お知らせ
国
・
県
義
援
金
第
２
次
配

分
の
追
加
配
分
に
つ
い
て

　

国
・
県
義
援
金
の
第
２
次
配
分
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
10
月
19
日
よ

り
順
次
追
加
配
分
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
次
の
と
お
り
４
回
目
の
追
加

配
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て

も
、
受
付
事
務
の
簡
素
化
・
迅
速

化
を
図
る
た
め
、
基
本
的
に
前
回

の
追
加
配
分
時
と
同
じ
口
座
に
振

込
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
配
分
対
象
者

　

国
・
県
義
援
金
の
第
2
次
配
分

を
受
け
て
い
る
方

▼
配
分
額

　

一
人
当
た
り　

４
５
，０
０
０
円

▼
配
分
方
法

　

原
則
と
し
て
、
前
回（
３
回
目

の
追
加
配
分
）と
同
じ
口
座
に

振
込
み
ま
す
。

▼
配
分
時
期

　

９
月
上
旬
頃
ま
で
に
は
口
座
へ

の
振
込
み
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
通
帳
記
帳
に
よ
り
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
の
変
更
を
し
た
い
場
合

　

前
回
の
振
込
み
口
座
を
使
用
出

来
な
く
な
っ
た
、
口
座
名
義
が

変
更
に
な
っ
た
等
の
事
由
に
よ

り
、
口
座
を
変
更
さ
れ
る
場
合

に
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
変
更

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
電
話
で「
振
込
口
座
変
更
依
頼
書
」

を
要
求
す
る
場
合
は
、
お
問
合
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
依
頼

書
と
返
信
用
封
筒
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
依
頼
書
の
要
求
は
8
月

23
日（
金
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
依
頼
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
場
合
は
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
8
月
23
日（
金
）ま
で

に
、
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
遅
れ
る
場
合
は
、
口
座
を

変
更
す
る
こ
と
を
期
限
日
ま
で
電

話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
は
、
口
座

の
変
更
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
並
び
に
口
座
変
更
依
頼

　

書
郵
送
先

    

〒
９
６
３-

０
２
０
１

   

郡
山
市
大
槻
町
字
西
ノ
宮
48-

５

　

 

富
岡
町
役
場　

郡
山
事
務
所

　

 

健
康
福
祉
課 

義
援
金
担
当

双
葉
農
業
普
及
所

　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

双
葉
農
業
普
及
所
で
は
、
避
難

さ
れ
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ま
に
必

要
な
情
報（
農
産
物
・
土
壌
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
、
原
子
力
災
害
に

対
応
し
た
農
業
技
術
情
報
、資
金
・

事
業
の
紹
介
な
ど
）を
分
か
り
や

す
く
ご
説
明
す
る
た
め
、
毎
月
県

内
５
カ
所
に
、
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
窓
口
に

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

双
葉
農
業
普
及
所

　

 

☎
０
２
４
６

２
４

６
０
４
４

◇富岡町長選挙　結果　　　　　　　　　
当選　 3,916 票　　宮本　皓一 氏
　　　 3,859 票　　遠藤　勝也 氏

 ・有権者数　11,631 人
　（ 男  5,829 人　　  女　5,802 人 ）
・投票者数　  7,909 人
　（ 男  3,848 人　　  女　4,061 人 ）
・投 票 率　68.00 ％                      
　（ 男  66.01 ％　　  女　69.99 ％ ）

◇富岡町議会議員補欠選挙　結果　　　　
当選　 2,965 票　　堀本　典明 氏
　　　 2,091 票　　髙野　匠美 氏
　　　 2,076 票　　渡邉　高一 氏

 ・有権者数　11,631 人
　（ 男  5,829 人　　  女　5,802 人 ）
・投票者数　  7,901 人
　（ 男  3,843 人　　  女　4,058 人 ）
・投 票 率　67.93 ％                      
　（ 男  65.93 ％　　  女　69.94 ％ ）

広報とみおか　（4）

開催地区 開 催 日 開　催　場　所

二本松市
８月８日

浪江町役場二本松事務所 
８月30日

会津若松市
８月９日 大熊町役場会津若松出張所

産業建設課内８月29日

開催地区 開 催 日 開　催　場　所

いわき市 ８月16日 楢葉町役場いわき出張所

郡 山 市 ８月22日 郡山市富田町若宮前応急
仮設住宅集会所

三 春 町 ８月23日 葛尾村役場三春出張所



問い合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
○富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 024-953-6304
○富岡町役場いわき出張所
　〒970-8026　
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　 ☎　0120-33-6466  
　FAX 0243-48-1147
・大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○財団法人富岡町体育協会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-8570
　FAX 024-953-6304
○ＮＰＯ法人さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5299
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

平成26年度双葉地方広域市町村圏組合
職員採用候補者試験のお知らせ

１. 試験職種及び採用予定人員
　消防業務／14名程度
２.受験資格
・昭和59年４月２日から平成８年４
月１日までに生まれた者で、自動
車運転免許（普通自動車以上※AT
限定免許を除く）取得予定の者で、
学歴は問いません。
・身体の基準
　胸囲が身長の概ね２分の１以上。
　矯正視力が両眼とも0.7以上。
　聴力が正常であること。
　精神及び身体に障害がなく、感染
性疾患がないこと。
　※次に該当する者は受験できません。
　日本国籍を有しない者。
　成年被後見人または被保佐人。
　禁錮以上の刑に処せられ、その執
行を終わるまで、又は執行を受け
ることがなくなるまでの者。
　国家及び地方公務員として懲戒免
職の処分を受け、当該処分の日か
ら２年を経過しない者。
　日本国憲法施行の日以後において、
日本国憲法又はその下に成立した
政府を暴力で破壊することを主張
する政党その他の団体を結成し、
又はこれに加入した者。
３. 試験の方法
　高等学校卒業程度で次により実施
　①第一次試験
　　教養試験及び適正検査
　②第二次試験
　　体力測定、小論文、個別面談
４. 資格調査（第一次試験合格者のみ）
５. 試験期日、場所
・平成25年９月８日（日）
　受付：９：00～９：30
・広野町サッカー支援センター内
　広野町大字下北迫字二ツ沼44－15
６.受験手続き及び受付期間
・申込み用紙の請求
　①双葉地方広域市町村圏組合事務局
　　総務課
　　（双葉郡広野町大字下北迫字二ツ沼44－15  
　　　広野町サッカー支援センター内）
　②消防本部
　　（双葉郡楢葉町大字山田岡字仲丸１－110）
　

③川内出張所
　（双葉郡川内村大字上川内字早渡11- ４）
※申込み用紙は、前記①～③で交付
します。郵便による請求の場合は、
封筒の表に「職員採用試験申込み用
紙請求」と朱書きし、120円切手を
貼った宛先明記の返信用封筒（角型
２号）を必ず同封して前記①の事務
局まで送付してください。
・申込みの方法
①申込み用紙に必要事項を記入し、
前記①の事務局に提出してくださ
い。郵送する場合は、80円切手を
貼った自分宛の封筒（長型３号）を
同封し、その表に「職員採用試験申
込」と朱書して前記①の事務局まで
送付してください。
②受験票を受領したときは、最近６ヵ
月以内に撮影した本人の写真（上半
身、脱帽、正面向き、縦６cm×横
4.5cm）１枚を貼って受験当日に必
ず持参してください（受験票がない
場合、又は受験票に写真が貼って
いない場合は受験できません）。
・受付期間
①平成25年７月16日（火）から８月15
日（木）の、午前８時30分から午後
５時15分まで（土曜日・日曜日及び
祝日を除く）。
②郵便による申込書請求の場合は、
８月13日（火）までの消印のあるも
のに限り受付けます。
７. 試験結果の開示
　第一次試験の結果については、第
一次試験の不合格者に限り口頭で
開示を請求することができます。
開示の場所は①の事務局総務課に
なります。
　なお、電話・郵便等による請求で
は開示出来ません。受験者本人で
あることを明らかにする書類（運転
免許証等）を持参のうえ、受験者本
人が直接おいでください。
８. その他
　受験の際は「HB」の鉛筆と消しゴム
を持参すること。
　【問合せ先】
　双葉地方広域市町村圏組合
　事務局 総務課 ℡：0240-27-4665

お知らせ

（7）　広報とみおか

ご
存
じ
で
す
か
？　
　
　

建
退
共
制
度
に
つ
い
て

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業

を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

時
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

▼
掛
金　

　

日
額　

３
１
０
円

▼
特
長

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で

は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、

税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま

す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

・
自
社
の
福
利
厚
生
に
便
利
な
提

携
施
設
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
ま
す
。

　
〈
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の

　

お
知
ら
せ
〉

　
　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
皆

様
に
対
し
、
各
種
手
続
き
の
特
例

措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

問 

独
立
行
政
法
人

　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

事
業
推
進
課

　

 

☎
０
３

６
７
３
１

２
８
６
６

福島いのちの電話
　社会福祉法人福島いのちの電話では、
悩みや苦しみに関する相談を電話で受付
けています。

☎０２４－５３６－４３４３
相談受付時間　午前10時から午後10時
（毎月第３土曜日は午後10時から翌朝10時の間も受付けています）

赤十字復興支援事業 「元気あっぷライブ」 のお知らせ赤十字復興支援事業 「元気あっぷライブ」 のお知らせ
～クラシックと落語で県民の心のケア、元気回復！～～クラシックと落語で県民の心のケア、元気回復！～

　日本赤十字社福島支部では、復興支援事業として「元気あっぷライブ」を開催いたします。1,700名を
無料でご招待いたします（応募多数の場合は抽選になります）。

▼開催日時　９月８日（日）14時～

▼会　　場　福島県文化センター　大ホール　（福島市春日町５-54）

▼出　　演　・12 人のヴァイオリニスト
　　　　　　　（高嶋ちさ子プロデュースによるヴァイオリンユニット）
　　　　　　・桂　福丸
　　　　　　　（2007年桂福團治４代目に入門。平成23年第１回繁昌亭ドリームジャンボコンテスト
　　　　　　　小枝杯７Rチャンピオン）

▼招待者数　1,700 名▲

申込方法　ハガキ又はFAXで下記の必要事項記載の上お申込みください。
　　　　　　① ９/ ８ライブ希望
　　　　　　② 郵便番号・住所
　　　　　　③ 氏名（フリガナ）
　　　　　　④ 年齢
　　　　　　⑤ 電話番号
　　　　　　⑥ 希望人数（お一人２名様まで）▲

応募締切　８月 21 日（水）　※当日消印有効▲

入場券の発送　８月 28 日に当選ハガキ（入場券兼用）を発送いたします。
　　　　　　※落選通知はいたしませんのでご了承ください。▲

申込・問合せ先　〒 960-1197 福島市永井川字北原田 17　日本赤十字社福島県支部
　　　　　　　　　  　　　　　☎ 024－545－7996　　FAX 024－545－7923

お知らせ

広報とみおか　（6）



（9）　広報とみおか 広報とみおか　（8）



（11）　広報とみおか 広報とみおか　（10）



（13）　広報とみおか 広報とみおか　（12）



◇第42回東北高等学校バドミントン選手権大会
　（山形県小真木原総合体育館）
　富岡高校バドミントン部（男女各７名）
◇バドミントンアジアユースＵ19選手権2013
　（マレーシア・コタキナバル市）
　富岡高校バドミントン部
　　小林　優吾（3年）  保木　卓朗（3年）
　　大堀　　彩（2年）  東野　有紗（2年）
◇第64回全国高等学校バドミントン大会
　（福岡県北九州市総合体育館）
　富岡高校バドミントン部（男女各７名）

◇東北高等学校ソフトテニス大会
　（青森県総合運動公園）
　　西山沙玖良（郡山東高校3年）
　　井出　二菜（田村高校2年）
◇第66回福島県総合体育大会ソフトテニス競技
　（福島市営庭球場）
　　林　　民生（西郷第二中学校2年）
　　根本　大地（西郷第一中学校2年）
　　萩原　斗夢（船引中学校2年）　 
　　坂本　暁子（小原田中学校2年）
　　渡辺　修也（本宮まゆみ小学校6年）

激励金交付大会並びに団体・個人（敬称略）

ぴっ すとぴっく す
阿武隈の優しい自然に触れる　川内村ウォーキング

大舞台での活躍に期待　富岡町スポーツ大会出場選手等激励金交付式

　双葉ユニオンの主催によるウォーキン
グイベントが７月７日、川内村で行われ、
NPO法人さくらスポーツクラブが募集した
富岡町民140人を含む双葉郡内からの参加者
およそ200人が、阿武隈高地の自然を堪能し
ました。
　今回のウォーキングは、川内村コミュニ
ティセンターを発着点としたコースで行わ
れ、参加者の皆さんは田んぼ道や河川敷を
歩きながら川内村の自然に触れ、心と体を
癒す一日を過ごしました。

　富岡町スポーツ大会出場選手等激励金交付式が、
過日富岡町役場郡山事務所で行われ、インターハ
イに出場する富岡高校バドミントン部など、個人
及び団体に激励金が手渡されました。
　式では遠藤町長が「皆さんの活躍は多くの町民の
誇りであり、元気や勇気をいただいている。これ
までの努力を信じ、自信を持って頑張ってほしい」
とあいさつ。選手を代表して、富岡高校バドミン
トン部の林達也君（富二小卒）が「私たちの最終目標
である全国制覇をめざし、町民の皆さんに良い報
告ができるよう頑張ります」と力強く抱負を述べま
した。 大会での活躍を誓った選手と関係者の皆さん
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暑
が
厳
し
い
頃
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

皆
様
の
体
調
管
理
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　

私
は
、
大
玉
仮
設
診
療
所
の
歯
科
医
師
の

新
妻
で
す
。

　

歯
科
の
こ
と
で
健
康
に
結
び
付
く
こ
と
は

当
然「
食
べ
る
」こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
単
純

に
食
べ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
全

身
に
も
関
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
夏
バ
テ
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り「
食
べ
る
」と
い
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
た
だ
し
、
歯
が
ほ
ぼ
す
べ
て
揃
っ
て

い
る
、
も
し
く
は
義
歯
な
ど
で
補ほ

て
つ綴
さ
れ

て
い
る
と
い
う
の
が
前
提
で
す
。
咀そ

し
ゃ
く嚼

出

来
る
こ
と
が
最
低
条
件
で
、
食
事
を
摂
る

と
い
う
こ
と
が「
夏
バ
テ
」の
予
防
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
ご
く
最
近
の
発
表
で
歯
の
喪
失

と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
関
係
が
科
学
的

に
証
明
で
き
た
と
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り

歯
が
な
く
な
る
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

症
状
が
悪
化
す
る
と
い
う
の
で
す
。
と
に

か
く
歯
の
喪
失
を
防
ぎ
義
歯
で
補
綴
す
る

こ
と
で
、
病
状
の
悪
化
の
抑
制
が
可
能
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
実

験
は
人
工
的
な
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
か

か
っ
て
い
る
マ
ウ
ス
の
奥
歯
の
噛
み
合
わ

せ
を
な
く
し
た
も
の
と
、
噛
み
合
わ
せ
は

正
常
な
も
の
と
を
比
較
し
て
見
た
と
こ
ろ

明
ら
か
に
悪
化
し
た
そ
う
で
す
。
単
純
に

い
う
と
、
も
の
を
噛
む
こ
と
で
脳
の
血
流

量
が
増
え
、
奥
歯
が
な
い
場
合
は
減
る
と

い
う
結
果
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
自
身
の
経
験
で
も
認
知
症
を
患
っ

て
い
る
方
が
い
ま
し
た
。
義
歯
を
作
る
と

き
に
何
を
し
て
も
非
協
力
的
で
嫌
が
り
、

そ
れ
で
も
何
と
か
義
歯
を
完
成
さ
せ
て
装

着
す
る
と
、
突
然
表
情
が
や
わ
ら
か
く
な

り
、
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が「
あ

り
が
と
う
」と
い
う
表
情
を
見
せ
て
く
れ
た

う
え
、
後
日
様
子
を
見
に
行
っ
た
際
、
そ

の
方
の
奥
様
に「
う
ち
の
お
父
さ
ん
が
す
ご

く
優
し
く
な
っ
た
」と
言
っ
て
も
ら
え
ま
し

た
。
偶
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
咀
嚼
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
症
状
が
改
善
し
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
避
難
生
活
も
２
年
半
と
な
り
、

個
々
の
生
活
も
本
来
の
も
の
と
は
か
け
離
れ

て
い
る
中
、
各
々
ご
自
分
の
生
活
が
出
来
つ

つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
然
私
自
身
も
同

じ
で
、
毎
日
の
生
活
の
ペ
ー
ス
を
考
え
な
が

ら
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
や
は

り
物
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
、
つ

い
食
べ
過
ぎ
て
太
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
病
気

に
な
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
た
だ
、
今
の

食
べ
物
は
咀
嚼
の
能
力
が
悪
く
て
も
食
べ
る

こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
高
カ
ロ
リ
ー
の
も
の

が
多
く
、
歯
の
喪
失
が
食
事
の
減
退
に
つ
な

が
ら
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
食
物
繊
維
の
多
い
も
の
や
、
し
っ
か
り

咀
嚼
し
な
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
な
い
食
べ
物
を

摂
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。「
痛
み
が
な

い
か
ら
」と
か
関
係
な
く
予
防
及
び
歯
茎
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
歯
医
者
へ
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
な
ど
も「
乳
歯
だ
か

ら
」「
ど
う
せ
生
え
変
わ
る
か
ら
」な
ど
言
わ

ず
に
、予
防
及
び
治
療
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

残

私たちのお医者さん

第５回　「歯と健康について」
　　　　新妻　学 医師（新妻歯科医院）

こんにちは。
大玉仮設診療所です！

曜　日 診療科目 担当医師 備　考

月 内科・外科 佐藤正憲 午後３時まで

火 歯　　科 新妻　学

水 歯　　科 新妻　学

木 内科・外科 井坂　晶

金 内　　科 堀川章仁

問  0243-48-4710

診療科目：内科・外科・歯科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

診療日
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 ７/12 4.43 6.76 
38 双葉環境センター ７/12 2.72 6.17 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道）７/12 4.73 6.46 
40 深谷集会所 ７/11 5.32 6.06 
41 赤坂神社前 ７/11 6.05 7.63 
42 太平洋ブリーディング前 ７/11 11.90 18.50 
43 みよし前交差点 ７/11 10.60 23.60 
44 富岡自動車学校前 ７/11 7.29 14.70 
45 リフレ富岡 ７/11 4.43 5.49 
46 東洋育成園前 ７/12 3.85 5.79 
47 富岡インター駐車場 ７/12 3.39 4.76 
48 上手岡児童館 ７/11 3.11 3.73 
49 下千里ライスセンター前 ７/11 3.37 4.95 
50 舘山荘前 ７/11 4.02 5.57 
51 夜の森つつみ公園 ７/11 5.29 5.22 
52 総合運動場東側駐車場 ７/11 5.35 7.97 
53 華の樹前 ７/11 6.12 8.21 
54 宝泉寺前 ７/11 3.38 7.39 
55 国道６号第二原発入口前 ７/12 1.17 1.74 
56 猪狩スタンド前 ７/12 1.38 2.33 
57 なべや駐車場前 ７/11 1.23 2.49 
58 大東銀行富岡支店前 ７/11 2.62 3.01 
59 富岡漁港 ７/12 0.60 0.62 
60 サンライズイン富岡前 ７/12 1.17 1.91 
61 福島富岡簡易裁判所前 ７/12 3.00 4.69 
62 ヨークベニマル富岡店前 ７/12 2.68 4.16 
63 今村病院前 ７/11 5.16 7.65 
64 福島銀行富岡支店前 ７/11 2.09 3.79 
65 龍台寺前 ７/12 2.73 5.10 
66 清水団地前 ７/12 2.77 3.79 
67 猪狩電気通信工業前 ７/12 2.43 3.12 
68 上郡消防屯所 ７/12 2.22 3.14 
69 岩井戸鉱泉 ７/12 1.15 1.68 
70 富岡工業団地 ７/12 1.64 1.70 
71 成沢の滝入口 ７/12 1.32 1.86 
72 沼名子橋 ７/11 2.88 4.40 

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 ７/11 3.41 5.29 
２ 上千里消防屯所 ７/12 1.89 2.50 
３ 杉内消防屯所 ７/12 2.24 3.34 
４ 第二工業団地入口 ７/12 3.96 5.38 
５ 高津戸集会所 ７/11 5.87 9.12 
６ 富岡第二中学校東側 ７/11 2.23 2.48 
７ 新夜ノ森集会所 ７/11 7.22 9.61 
８ 夜の森公園 ７/11 3.38 6.61 
９ 松の前待避所 ７/11 9.39 10.50 
10 小良ヶ浜集会所 ７/11 5.87 6.94 
11 町境（小良ヶ浜地区）７/11 6.78 8.33 
12 深谷消防屯所 ７/11 5.80 6.71 
13 富岡町営野球場 ７/12 1.14 0.81 
14 観陽亭前 ７/12 1.37 2.69 
15 富岡合同庁舎西側 ７/12 3.30 3.88 
16 富岡養護学校 ７/12 3.47 6.39 
17 老人福祉センター ７/11 7.94 12.40 
18 夜ノ森駅 ７/11 6.93 8.65 
19 王塚集会所 ７/11 5.67 8.26 
20 諏訪神社前 ７/11 3.59 3.79 
21 上本町消防屯所 ７/11 3.05 3.74 
22 上本町集会所 ７/11 2.62 3.05 
23 リベラルヒルズ入口 ７/12 2.50 4.03 
24 赤木集会所 ７/12 2.03 3.24 
25 上郡山集会所 ７/12 1.69 2.17 
26 太田集会所 ７/12 1.14 1.58 
27 原下消防屯所 ７/11 1.30 1.81 
28 富岡駅 ７/12 0.90 2.20 
29 清水消防屯所 ７/12 2.44 4.36 
30 役場 ７/11 2.11 2.06 
31 浄化センター ７/12 1.05 1.26 
32 毛萱集会場 ７/12 0.58 0.51 
33 富岡保育所 ７/12 2.42 3.88 
34 中央児童館 ７/11 2.63 3.52 
35 栄町駐車場 ７/12 2.25 3.09 
36 岩井戸消防屯所 ７/12 1.49 2.11 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）

測定日：平成25年７月11日（晴れ）～12日（晴れ）

広報とみおか　（16）

滋賀県湖南市民の皆さまから善意
　滋賀県湖南市の谷畑英吾市長が過日富岡町を訪

れ、町内の被災状況を視察するとともに、湖南市民

から託された義援金を田中副町長に手渡しました。

　湖南市は震災後約３ヵ月間、延べ30人に及ぶ職員

を本町災害対策本部に派遣。多くの町民が避難生活

を送っていたビッグパレットふくしまで住民対応や

健康管理業務にあたるなど、これまで本町の復興支

援にご尽力いただきました。

田中副町長に義援金を手渡す谷畑市長（右）

義援金をいただいた企業・団体・個人名を掲載いたします
（平成25年５月～６月分 順不同・敬称略）

・これまで寄せられた義援金　　　　  ５億１,558万339円（６月末日現在）
・ 配分された額（国、県義援金は除く）  ２億３,994万円 （同）

西川忠（埼玉県）　井川自転車店（東京都）　島田郁夫（埼玉県）　三嶋正之（岡山県）
石部運輸倉庫株式会社（滋賀県）　すきあいたいヤバい有限会社（東京都）　波多野達（千葉県）
ファルクウェア株式会社（愛知県）　品川区環境課環境活動推進協議会（東京都）
ウンノアツシ（住所不明）　 在京富岡友の会武山輝昭（鳥取県）　 株式会社ニック（福岡県）
在京富岡友の会浦木誠一（鳥取県）　

　大正12年の開校以来、今年で創立90周年
を迎えた県立双葉高等学校では、下記によ
り創立記念式典を開催いたします。出席を
希望される方は、下記連絡先までお申込み
ください。なお、参加希望者多数の場合は、
先着順とさせていただきます。

　三春町内の仮設校舎で活動する富岡小学校・
中学校三春校が、ホームページを開設しました。
元気に学校生活を送る児童・生徒たちの様子や、
行事などを随時アップしておりますのでぜひご
覧ください。

　なお、QRコードにより携帯電話でもご覧に
なれます。詳しくは各校のホームページをご覧
ください。

◇小学校ホームページURL
　http://schit.net/tomioka/tomioka12es/

◇中学校ホームページURL
　http://schit.net/tomioka/tomioka12jhs/

　１．日　時　 平成25年10月12日（土）
　　　　　　　 受　　付　　８：30～
　　　　　　　 記念式典　　９：30～10：30
　　　　　　　 パネルディスカッション
　　　　　　　　　　　 　   10：50～12：20
　２．会　場　 いわき明星大学児玉記念講堂
　３．連絡先　 県立双葉高等学校
　　　　　　　 電話 0246－29－2701

変わらぬ温かいご支援に感謝いたします
全国の皆さまよりご寄付ならびに義援金をいただきました

県立双葉高等学校創立90周年記念式典
開催のお知らせ 富岡小学校・中学校 三春校

ホームページを開設
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　　　私からの写真便り

今月の表紙：「短冊に願いをこめて」

　富岡小学校三春校で行われた七夕集会。児童たちは将来の夢
や希望、思いを短冊に記し、願いをこめて笹に飾り付けました。

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

「いわき市赤井諏訪神社の山外舞い」 写真提供　西山　栄さん（小浜）

　昭和51年にいわき市の無形民俗文化財に指定され、「大國魂神社の
大和舞い」を伝承したのが始まりと伝えられています。
　大黒舞いや稲荷舞いが演じられ、最後のひょっとこ舞いは演者総出
で踊り、扇子や紅白の餅が参拝者に向け撒かれます。

あなたが撮った写真をお寄せください
　広報とみおかでは、「私からの写真便り」に掲載させていただく写真を募集しています。
募集要項等は次のとおりですので、ふるってご応募ください。

◇写真撮影対象
現在お住まいになられている地域の自然や風
景、祭りなどテーマは問いません。

　※人物（個人）が特定できる写真の場合は必ず
　その方の了承を得てご応募ください。

◇応募要件
①スチールカメラ又はデジタルカメラ等で撮影
し、ピントが合っている写真であること。

②データの場合はメールに添付できるサイズ、
プリント写真は写真専用の用紙に印刷された
もので、大きさはＬ版か２Ｌ版。

③富岡町民で、氏名、現在お住まいの市町村名、
富岡町の行政区名を掲載できる方。

④写真のタイトルと説明文（150字程度）を添付
してください。

◇応募方法
　現在お住まいの住所、氏名、富岡町での行政区
名、電話番号をご記入の上、データの場合は
下記アドレスへメールで、郵送の場合は封書
で下記までお送りください。

・メールアドレス
　tomioka.machi@gmail.com
・住　所
　〒963－0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－5
　富岡町役場郡山事務所内　
　企画課情報統計係
※応募された写真は返却できません。また応募が
多数の場合は選考のうえ掲載させていただき
ますので、あらかじめご了承ください。


